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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
【目的】ウイルスが宿主へ感染するメカニズムには、各ウイルスや宿主細胞に特異的な分子機構のほかに、ウイルス
の細胞膜表面への膜吸着や膜融合など共通の感染経路が存在する。一方、これまでに本研究代表者が所属する研
究室では、経粘膜投与製剤の開発過程において、ドラッグデリバリーシステム（DDS）の微粒子キャリアとして用いたリ
ポソームが、ウイルスの宿主細胞への感染を阻害できる可能性を見出した。上記の背景およびこれまでの研究成果
をもとに、本研究では、リポソームによるウイルスの宿主細胞への感染抑制メカニズムを明らかにすることを目指し
た。リポソームの粒子物性と宿主細胞がウイルス感染に及ぼす影響について網羅的に解析することにより、抗ウイル
ス微粒子として最適な物理化学的性質を有するリポソームを設計することを目的とした。 
【方法】脂質組成の異なるリポソームを薄膜水和法により調製した。特にリポソームの粒子径や表面電荷の異なる数
種類のリポソームを調製した。モデルウイルスとして、バキュロウイルス（CellLightTM Nucleus-GFP, Invitrogen）を
用いた。ヒト肺上皮がん細胞（A549 細胞）リポソーム及びウイルス粒子を一定時間暴露させた後、リポソームによる宿
主細胞へのウイルス感染抑制効果を評価した。 
【結果・考察】DDS に用いられる薬効成分のないリポソームに適切なカチオン特性を付与することによりウイルス感染を
抑制できることを見出し、リポソームによる宿主細胞へのウイルス感染阻害効果を確認した。また、その効果が微粒子
濃度依存的であることや、微粒子の表面電荷が特に重要なファクターであることを見出し、それらを制御することによ
り安定性の高い微粒子物性の最適条件を明らかにした。 
 
本研究成果の実用化を目指し特許（特願 2014-066609 抗ウイルス剤）を出願した。現在、本研究成果に基づく学術

論文の準備中である。 
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欧文概要 ＥＺ 

 

<Introduction> The mechanisms of virus entry to host-cell includes common pathways such as cell 

membrane adsorption and fusion with virus as well as particular routes depending on virus and 

host-cell. We found the inhibition effect of virus infection by liposome which is a fine particle 

carriers of drug delivery system (DDS) previously. The objective of this study was to elucidate 

the mechanism of liposomal inhibition of virus infection. We examined how the physicochemical 

properties of liposome affect virus entry into host-cell. 

<Methods> Liposomes with the different physical properties were prepared by lipid thin-film method. 

Baculovirus was used as model virus (CellLightTM Nucleus-GFP, Invitrogen). Effect of liposomal 

inhibition of virus infection was evaluated using A549 cells. 

<Results> Cationic liposome without active pharmaceutical ingredient could inhibit the virus 

infection to A549 cells. The inhibition effect depended on the lipid concentration and 

zeta-potential.   

 

 


